
 

 

各  位 

通期

平成 28 年５月 13 日開催の取締役会において、最近の業績の動向等を踏まえ、

ました平成 28 年６月期通期連結業績予想

 

 
１．平成 28 年６月期通期連結業績予想数値の修正

（平成 27 年７月１日～平成 28 年６月

 売

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 

増 減 率            （％） 
（ ご 参 考 ） 前 期 通 期 実 績 

（ 平 成 2 ７ 年 ６ 月 期 ） 

 

２．通期連結業績予想修正の理由 

第３四半期において、売上高は想定比やや強含みで推移。また利益面についても、比較的収益性の高い案

件が集中したこと（半導体及び電子部品製造装置

わり、各利益項目とも想定比高めで推移。

帰属する当期純利益とも前回の通期

 

（注）上記の業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際の業績は、業況の変化等により上

記予想数値と異なる場合があります。 

会 社 名 株 式 会 社 ア ル バ ッ

代 表 者 名 代表取締役執行役員社長

(コード番号：

問 合 せ 先 経営企画室 広報・ＩＲ室長

(TEL. 

 

通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 
 

日開催の取締役会において、最近の業績の動向等を踏まえ、平成 28 年

業績予想を修正することといたしましたので、以下のとおりお

記 

年６月期通期連結業績予想数値の修正 

年６月 30 日）                            

売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に

帰属する

純利益

193,000 16,000 15,000 11,500

194,000 18,500 18,500 14,5

1,000 2,500 3,500 3,

0.5%        15.6%      23.3% 26.1

179,174 11,132 12,475 8,874

は想定比やや強含みで推移。また利益面についても、比較的収益性の高い案

（半導体及び電子部品製造装置等）や継続的な製造コスト削減努力、さらには売上高効果も加

わり、各利益項目とも想定比高めで推移。こうした実績を踏まえ、売上高、営業利益、経常利益、親会社

通期連結業績予想数値を上方修正いたします。 

（注）上記の業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際の業績は、業況の変化等により上

 

 

平成 28 年５月 13 日 

株 式 会 社 ア ル バ ッ ク 

執行役員社長 小日向久治 

コード番号：6728 東証一部) 

広報・ＩＲ室長 鈴木憲明 

TEL. 0467-89-2033 大代表) 

年２月 12 日に公表いたし

お知らせいたします。 

       単位：百万円                       

親会社株主に 

帰属する当期 

純利益 

１株当たり当期 

純利益（円） 

11,500 233.05 

,500 293.84 

,000   

26.1%    

8,874 172.73 

は想定比やや強含みで推移。また利益面についても、比較的収益性の高い案

や継続的な製造コスト削減努力、さらには売上高効果も加

を踏まえ、売上高、営業利益、経常利益、親会社株主に

（注）上記の業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際の業績は、業況の変化等により上

以上 


